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苦
し
い
み
ら
こ
玲

今
年
で
第
お
回
を
数
え
る
村
民
登
山

会
。
毎
回
参
加
者
は

1
0
0人
近
く
に

な
り
、
通
算
す
る
と
延
べ

2
、
5
0
0

人
の
村
民
が
登
山
を
体
験
し
、
大
自
然

に
親
し
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
山
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

頂
上
に
達
し
た
時
の
満
足
感
。
こ
と
ば

に
言
い
表
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
感
動

が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

で
も
、
こ
の
感
動
は
、
汗
を
流
し
な

が
ら
前
か
が
み
に
な
り
、
一
歩
一
歩
足

を
進
め
て
い
る
。
苦
し
さ
。
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
苦
し
い

か
ら
こ
そ
本
当
の

。感
動
。
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
楽
を
し
て
い
て
は
本
当
の

。
感
動
。
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

写
真
提
供
は
、
角
田
幸
子
さ
ん
(
小

高
)
(
関
連
記
事
5
ペ
ー
ジ
)
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第
幻
回

福
島
県
消
防
操
法
競
技
会
石
川
支
部
大
会
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あなたは何ができますかその時、

第
幻
回
福
島
県
消
防
援
法
競
技
会
石
川
支
部
大
会
が
、

7
月
引

B
(日
)

石
川
町
民
、
ク
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
に
は
ポ
ン
プ
車

の
部
に
小
高
分
回
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
川
辺
分
団
が
出
場
し
、
大
勢
の
応

援
者
を
前
に
選
手
達
は
ヰ
ビ
キ
ビ
と
競
技
を
披
露
。
競
技
の
結
果
は
川
辺
分

団
が
わ
ず
か
の
差
で

4
位
で
し
た
が
、
小
高
分
団
は
見
事
準
優
勝
し
県
中
大

会
へ
の
出
場
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

練:注精二
習議詩子
Gア!こ
成ち
漂
を
発
揮

梅
雨
の
晴
れ
間
、
強
い
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド

で
、
競
技
は
午
前
9
時
鈎
分
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
の
部
で

は
小
高
分
団
が
2
番
目
に
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
は
川
辺
分
団
が
4
番
目

に
出
場
し
、
気
合
い
の
入
っ
た
勇
姿

を
披
露
。
精
鋭
た
ち
の
キ
ど
キ
ピ
し

た
動
作
に
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
ポ
ン
プ
操
法
の
要
領
・

動
作
・
所
要
時
間
な
ど
を
減
点
法
に

よ
っ
て
合
計
点
を
競
う
も
の
で
、
川

辺
分
団
は
わ
ず
か
の
差
で
4
位
、
小

高
分
間
は
見
事
準
優
勝
し
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
家
族
が
倒
れ
た
。
そ
ん
な
時
、
あ
な
た
は
何
を
し
ま
す

か
」
と
言
わ
れ
て
、
で
き
る
事
と
言
え
ば
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
だ
け
。

こ
れ
で
安
心
で
は
困
り
ま
す

D

救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

9
月

9
自
の
「
救
急
の
日
」
を
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
の
正
し
い
知
識
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

人
が
倒
れ
て
、
呼
吸
が
停
止
し
て

か
ら
4
分
間
何
も
し
な
い
場
合
、
そ

の
後
治
療
を
受
け
た
と
し
て
も
1
0

0
人
中
約
5
0
人
の
命
し
か
救
え
な

い
と
い
わ
れ
ま
す
口

生
死
の
分
か
れ
目
と
も
い
う
べ
き

4
分
間
に
私
た
ち
は
で
き
る
だ
け
の

応
急
手
当
て
を
ほ
ど
こ
し
、
救
急
車

の
到
着
ま
で
に
少
し
で
も
蘇
生
の
機

n
H
U
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ス 呼吸停止からの時間

こ
の
図
は
、
呼
吸
停
止
し
た
と
き
、
時

間伺
r
喧
嬰
)
人
工
呼
吸
に
よ
る
蘇
生
率
を
表

し
て
い
ま
す
。

会
を
つ
く
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

救
急
薫
お
r

到
着
す
る

ま
で
に
行
ぎ
と
と

ま
ず
、
自
分
が
落
ち
着
い
て
、
冷

静
に
次
の

4
点
を
大
至
急
調
べ
て
下

さ
い
。

①
大
出
血
は
な
い
か

ど
こ
か
ら
出
血
し
て
い
い
る
か
調

べ
、
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
止
血
す
る
。

②
意
識
を
失
っ
て
い
な
い
か

耳
も
と
で
名
前
を
よ
ん
で
み
る
。

反
応
が
な
け
れ
ば
気
道
確
保
。

た
を
応

い
前
反

巷
名
、
る

ち
で
び
見

落
声
呼
を

小
高
分
団
は
9
月
に
須
賀
川
市
が
会

場
で
行
わ
れ
る
県
中
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
高
分
団
選
手
の
み
な
さ
ん

指
揮
者

1
番
員

2
番
員

3
番
員

4
番
員

補
充
員

関
根
雅
彦
さ
ん

関
根
勝
男
さ
ん

矢
吹
源
重
さ
ん

須
釜
吉
徳
さ
ん

溝
井
康
夫
さ
ん

有
賀
悦
夫
さ
ん

川
辺
分
団
選
手
の
み
な
さ
ん

指
揮
者

1
番
員

2
番
員

3
番
員

補
充
員

矢
部
玄
幸
さ
ん

坂
本
由
一
さ
ん

須
藤
昭
さ
ん

鈴
木
嘉
兼
さ
ん

石
川
和
典
さ
ん

③
呼
吸
を
し
て
い
る
か

呼
吸
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ

る
。
呼
吸
し
て
い
な
け
れ
ば
人
工
呼

吸
を
ほ
ど
こ
す
。

胞や腹に手を
あててみる

E
F
ヌ
J

呼
く

‘.明
3
〉
で
闇

噌
刊
す
噌
」
メ
と
を

d
口
吸

④
脈
は
あ
る
か

大
腿
動
脈
や
頚
動
脈
の
脈
拍
を
み

る。

のどぽとけの
約3cm外側に
触れてみる

~ r 

脈
が
な
い
場
合
は
瞳
孔
を
調
べ
、

瞳
孔
が
開
い
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
人

工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。

2 

小
吉
田
分
団
が
準
優
勝

川
辺
分
団
が
第

4
位

小高分団選手川辺分団選手

.... ~・、

⑨⑥  
B童孔が閉まっている(正常〉

〆........ 

e 
瞳孔が開いている(生命が危険〉

eiI5 

f!//IJIIIIIIa.. ..... 

<If>⑨ 
片側が開いている
〈脳に異常あり)

顔
色
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
、
青

白
く
、
く
ち
び
る
が
暗
紫
色
を
し
て

い
た
り
、
皮
膚
が
白
く
な
り
冷
た
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
危
険
な
状
態
で

す。
以
上
の

4
点
を
調
べ
た
ら
、
冷
え

な
い
よ
う
に
保
温
し
て
救
急
車
の
到

着
を
待
ち
、
事
故
者
、
病
人
を
運
び

ま
す
。

生
命
ん締
結
婚
銃
議
じ
た
ら

局
囲
の
人
の
協
力
を
得
る

大
出
血
、
意
識
が
な
い
、
呼
吸
が

な
い
、
脈
拍
が
な
い
と
き
は
生
命
の

危
険
信
号
で
す
。
ま
わ
り
の
人
に
応

援
を
頼
ん
で
、
的
確
な
処
置
を
し
た

い
も
の
で
す
。

3 
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福
島
県
縦
断
駅
伝
大
会
玉
川
村
選
手
団
結
図
式

8月

〈さわやかな
年平成わTこまかミ報日

←c }到に

日
月
に
関
か
れ
る
「
第
3
回
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」
に
出
場
す
る
玉
川

村
の
選
手
団
結
図
式
が
、

7
丹
8
日
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
白

式
に
は
選
手
別
人
と
役
員
ら
別
人
が
出
席

し
、
仁
井
田
仁
一
駅
伝
実
行
委
員
長
と
車
田
村

長
が
、
♂
右
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
未
来
へ
は
ば

た
く
玉
川
を
強
調
す
る
た
め
に
も
活
躍
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
役
員
と
選
手
一
人
ひ
と
り
が
紹
介

さ
れ
、
選
手
を
代
表
し
て
高
原
登
紀
子
さ
ん
(
小

高
)
が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
凶
日
か
ら
合
同
練
習
を
開

始
し
、

8
月
に
は
合
宿
な
ど
を
行
っ
て
走
力

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

結団式に出席した選手のみなさんと

役員の方々

選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
〉
中
学
男
子
車
問
絡
器
(
泉
中
1

年
)
渡
辺
守
(
須
釜
中
2
年
)
小

林
浩
二
(
泉
中

3
年
)
武
田
康
雄

(
同
)
矢
部
裕
也
(
問
)
高
原
要
輔

(
同
)
矢
部
克
也
(
向
)
上
野
一
徳
(
同
)

榊
枚
兼
二
(
須
釜
中
3
年
)

〈
〉
中
学
女
子
水
野
満
賞
(
泉
中
3

年
)
石
井
紀
子
(
同
)
佐
久
間
玉

枝
(
須
釜
中
3
年
)
有
賀
智
子
(
同
)

村
公
民
館
が
主
催
す
る
第
お
回
村

民
登
山
会
が
7
月
幻
自
(
日
)
行
わ

れ
、
村
民

1
0
0人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
の
登
山
は
白
帰
リ
で
那
須

連
峰
の
沼
原
湿
原
、
日
の
出
平
、
茶

臼
岳
を
探
索
。
う
っ
そ
う
と
し
た
熊

笹
の
中
で
は
む
し
暑
か
っ
た
も
の

の
、
頂
上
付
近
に
は
さ
わ
や
か
な
風

が
吹
い
て
お
り
、
参
加
者
は
満
足
vて

写
真
で
紹
介
し
ま
す

D

う
で
し
た
。
今
年
の
登
山
の
様
子
を

遠
野
志
津
子
(
同
)

〈
〉
高
校
男
子
鈴
木
篤
(
日
大
東
北

1
年
)
小
林
喜
美
(
岩
農
2
年
)
倉

鎌
伸
一
(
日
大
東
北
2
年
)
岩
谷
唯

義
(
岩
農
3
年
)

〈
〉
高
校
女
子
車
田
育
(
帝
京
安
積

1
年
)
永
林
清
美
(
県
立
石
川
2
年
)

〈
〉
一
般
男
子
小
針
和
彦
(
福
島
ト

l
ヨ
l
サ
ッ
シ
側
)
小
針
仁
一

(
同
)
小
針
一
志
(
コ
パ
リ
抜
型
)
車

田
信
彦
(
側
福
島
エ
ン
ヤ
)
小
林
智

和
(
鮒
マ
キ
シ
ン
コ

l
)

柳
沼
好
男

(
四
辻
分
校
)
溝
井
利
一
(
溝
井
ヱ

業
)
石
森
四
郎
一
(
側
須
賀
川
東
部

運
送
)
阿
部
義
徳
(
東
北
ミ
ド
リ
安

全
工
業
側
)

〈
〉
一
般
女
子
高
原
登
紀
子
(
福
島

ト
l
ヨ
l
サ
ッ
シ
鮒
)

4 

けむりがでているけれど、大丈夫かな 7

英
会
話
教
室
の
長
井
先
生
と

だ
ん
な
さ
ん
が
特
別
参
加

風はさわやか、思わずパンザイ/

頂上で、乾杯ノこれがうまい

総
勢

1
0
0
人
の
村
民
登
山
、
人
が

向
こ
う
の
方
ま
で
連
な
り
ま
す

5 
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朝
早
く
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た

河
川
ク
リ

i
ン
ア
ッ
プ
作
戦

県
下

一
斉
の
美
化
作
業
「
河
川
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
」
が
早
朝
か
ら
、
各
行
政
区
ご
と
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
は
土
手
の
草
刈
り
か
ら
空
カ
ン
な
ど
の

ゴ
ミ
拾
い
ま
で
様
々
。

ふ
る
さ
と
の
川
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

中

須
釜
中

基
準
弁
論

湯 黒 小 車 上
沢須林田野

竜
弥

(
3
年
)

英
明

(
2
年
)

美
幸

(
2
年
)

紀
子

(
1
年
)

康
太
(
1
年
)

品
作
須
釜
中
学
校

最
優
秀
賞
小
原
英
男

(
2
年
)

優

秀

賞

矢

吹

か

お

り

(
3
年
)

大

野

晴

子

(
1
年
)

基

準

弁

論

石

森

裕

子

(
3
年
)

若
い
英
知
と
情
熱
を

第

4
目
玉
川
村
青
年
活
動
懇
談
会

平成3年8月

村
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
第
4
回
玉

川
村
青
年
活
動
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
村
内
青

年
団
体
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
懇

広報たまかわ

談
会
で
は
車
田
次
夫
村
長
の
基
調
講
演
に
引

き
続
き
、
「
空
港
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
地
域
青

年
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
テ

1
マ
に
意
見
を

交
換
c

間
近
に
せ
ま
っ
た
テ

i
マ
だ
け
に
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

〆〉、

る
さ

大生
切そノ
「ミ/
~/ 
すポ
るル
心を

玉
音
育
・
南
須
釜
地
区
推
進
協
議
会

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
の
南
須
釜

地
区
推
進
協
議
会
に
よ
る
環
境
鐙
備
作
業
が
、

都
々
古
別
神
社
境
内
と
大
寺
城
跡
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
で

7
回
目
を
数
え
る
催
し
に

は
、
小
・
中
学
生
と
高
校
生
、
同
協
議
会
の

代
議
員
な
ど
問
名
が
参
加
。
ふ
る
さ
と
の

シ
ン
ボ
ル
を
大
切
に
す
る
心
を
通
じ
て
、
世

代
聞
の
交
流
も
図
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

6 

ト
l
ヨ
i
サ
ッ
シ
が
二
連
覇

商
工
会
事
業
所
対
抗
野
球
大
会

村
商
工
会
主
催
の
第
凶
田
村
内
事
業
所
親
善
野
球

大
会
が
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ム
ッ
と

す
る
暑
さ
の
中
、
村
内
企
業
6
チ

i
ム
が
出
場
し
熱

戦
を
展
開
。
福
島
ト

l
ヨ
l
サ
ッ
シ
工
業
側
玉
川
工

場
が
咋
年
に
引
き
続
き
、

二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

A
、
フ
ロ
ッ
ク

中
根
精
工

福
島
富
士

中
根
精
工

B
‘
フ
ロ
ッ
ク

ト
ー
ヨ

l
サ
ッ
シ

ト
l
ヨ
i
サ
ッ
シ

玉
川
村
役
場

決

勝ト
i
ヨ
i
サ
ッ
シ

夏休みのプレゼント

4 11 13 
I I I 
2 1 0 

泉
農
協

泉
農
協

福
島
富
士

体
験
を
も
と
に
、
熱
弁
を
ふ
る
う
泉

非
行
防
止
弁
論
大
会

夏
休
み
を
前
に
泉
・
須
釜
高
中
学
校
で
非
行
防
止
弁
論
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
代
表
の
生
徒
は
、
自
分
の
体
験
を
も
と
に
非
行

防
止
に
対
す
る
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
、
大
勢
の
聴
衆
か
ら
さ
か
ん
な

拍
手
を
浴
び
で
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り

*
泉
中
学
校

最
優
秀
賞

優

秀

賞

q
J
B1
3

ハU

A
吐

1
1
つd

円
〆
心

1
1
E
1
i

東
京
精
工

玉
川
村
役
場

東
京
精
工

5 

0 

中
根
精
工

短大生による人形劇

福島大学児童文化研究会による巡回講演 ミわ

んぱく広場ミが須釜公民館、 Jfl辺小学校て行わ

れました。

人形劇「まほうのベッド」やみんなでできる

あそびなどの催しに、集まった子棋たち100名は

大喜ひ。夏休み中の子供たちにとって、大きな

プレゼン トになりました。

活動の向上を目指して

玉)11・平田村老人クラブ交歓研修会

玉川村と平田村の老人クラブ員50人が会の活

動の向上を目指して、村就業改善センターて交

歓研修を行いました。

研修会ては、福島空港と村内の史跡を見学し

た後、代表 5名の事例発表をもとに老人クラブ

活動について、活発な意見交換がなされました。
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平成3年8月

④ 

子供や孫へのと贈り物と

お互いの力でまちづくり

「同じ土俵に

上がつ之いますか」

平成3年8月

覇著者紹介璽

萩原茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。護応義塾大学経済学

部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 「自本ふるさ

と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとして、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計画などの策定に場わる。蓮沼門三社会教育費

受賞。著書に「手づくりのふるさとJ、「日本人と

まちづくりJ、「レッツ・ラブ運動の震関J、「第四

の教育~ふるさと教育"'Jなどがある。

広報たまかわ

， ~)、ど i

7月19日のぞ献血者は109人でし
た。ご協力に感謝します。

太字は400ミリ13献血者

*福島空港共同企業体工事現場

(51名)

高指敏男河野悦朗武田明

寺尾健治伊藤正利渡辺猛
葛西一 仁高橋仁蕩地清竹

松江雄平吉田美穂水戸修一

大学暁安藤紀子遠藤操

相楽幸子鈴木和子根本清三郎

草野ハツヨ関根正先崎公清

今井諭津J11宗一相楽武
草野ナツ北山功人常田文明

桑原公夫大槻綾子小原藤衛

糸原貞石}II明義水谷寿恵美

麗漂幸雄若林久子大橋悦子

中村和往鈴石隆之佐藤一正

堀雲路村上万佐輔佐藤丈夫

関根昭雄伊藤博文本間正彦

阿部久光原泰司右井一也

山口勝利国分勝校五味功

*奥野電気株式会社(ヰ名)

円谷光男 角由美知江

岩瀬万里子添宙実

*駒木摂工業株式会社 (12名)

吉田義顕鈴木古二部熊田栄子
宗像明美水野修森百合子

草野正博小林梅子南{I集玲子

鈴木初子藤田藤子鈴木健一

*玉川村役場 (42名)
石井雅夫小林弘湯沢キイ子

坂本豊一高林重和車田ヨシ子

溝井康夫車田勝一小針敬子
大竹晴美 高原昭子仁井田鍵

久保木徳、雄異弓好司草野義房

溝井陳彦菌井正喜塩沢理博

石森春男矢部玄幸丹内一彦

三吉詮之岩谷勝雄須田潤一

野口庄嗣茜111美枝子湯沢徳雄

佐藤恵美子車問次夫小針武彦

溝井浩一増子貞美三瓶アキ子

矢部照子矢部美枝子大野繁一

車田光子遠藤豊子曲山孝夫

溝井正治小針達夫森 博
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須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で
は

平
成
4
年
度
採
用
の
消
防
職
員
(
高

校
卒
程
度
)
を
募
集
し
ま
す
。

・
受
付
期
間

8
丹
1
日
か
ら
8
丹

白
日
ま
で
(
郵
送
の
場
合
も
%
必
着
)

・
職
種
と
採
用
予
定
人
員
沼
防
職

若
干
名

・
受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
必
年
4
丹
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
性
。
(
学
摩
は
間
わ
な
い
)

身
長
お
お
む
ね
1
6
0
m
o
胸
聞
は

身
長
の
お
お
む
ね
2
分
の

1
以
上
。

聴
力
が
左
右
正
常
で
視
力
は
両
眼
と

も
裸
娘
で
0
・
3
以
上
。
色
覚
が
正

常
な
者
。

・
詳
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課

岱

0
2
4
8
(
苅

)
3
1
1
1

ま
た
は
、
玉
川
村
役
場
総
務
課

m
u
u
-
-
3
1
0
1

内
線
お
番

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て

と
も
に
汗
を
流
す

J
」
う
い
う
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
H

J
」
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
ι

と
い
う

目
標
が
決
ま
っ
て
も
、
ご
」
の
指
と

ま
れ
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
進
み

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
住
む
人
々
の
気
持

ち
が
、
…
つ
に
な
っ
て
高
揚
し
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん

そ
れ
に
は
、
み
ん
な
が
、
同
じ
土

俵
に
上
が
る
こ
と
で
す
。
住
民
の
…

人
ひ
と
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
義
主
躍

が
違
い
、
価
値
観
が
違
い
、
立
場
が

違
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
越
え
て
、
庁
、
ま
ち

づ
く
り
d

と
い
う
具
体
的
な
目
標
に

向
か
っ
て
、
同
じ
土
俵
に
上
が
っ
て

汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
、
こ
こ
が
分
か
れ
目
で
す

D

例
え
ば
、
同
じ
話
を
開
い
て
も
、

た
だ
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
、
自
分

の
意
見
を
が
な
り
た
て
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
ベ

i
ス
に
は
、
こ
の
ま
ち

を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
一
点
で
通
じ

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
の
で
す
c

勉
強
会
を
開
い
て

ま
ち
づ
く
り
を
模
索

北
海
道
の
松
前
半
島
に
あ
る
江
差

町
は
、
人
口
約
一
万
人
た
ら
ず
の
小

さ
な
町
で
す
。
民
謡
の
『
江
差
追
分
』

で
お
な
じ
み
で
す
が
、
そ
の
昔
は
、

県
外
に
住
ん
で
い
る
入
で
、
県
内

地
元
企
業
に
U
タ
1
ン
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
「
U
タ
i
ン
登

録
制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

U
タ
l
ン
を
希
望

し
て
も
地
元
企
業
の
情
報
不
足
の
た

め
就
職
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め

に
、
あ
ら
か
じ
め
U
タ
l
ン
希
望
の

条
件
を
査
録
し
て
お
き
、
就
職
の

あ
っ
旋
を
行
な
う
も
の
で
す
。

登
録
は
「
U
タ
1
ン
査
録
票
」
に

記
入
し
、
地
元
市
町
村
又
は
公
共
職

業
安
定
所
か
ふ
る
さ
と
福
島
就
職
セ

ン
タ
ー
(
東
京
都
上
野
)
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
登
録
は
地
元
に

い
る
両
親
が
代
理
で
も
、
ま
た
、
郵

送
で
も
行
な
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

位
計

1
3
1
0
1
内
線
必
番
。

ニ
シ
ン
漁
で
た
い
へ
ん
に
栄
え
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
、
北
前
船
が
全

国
各
地
に
海
産
物
を
運
び

H

江
差
の

春
は
江
戸
に
も
な
い
H

と
い
わ
れ
、

ニ
シ
ン
御
殿
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ニ
シ
ン
漁
が
振
る
わ

な
く
な
り
、
江
差
の
町
は
、
そ
の
後
、

衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。

「
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
と
町
の
若
者
た
ち
は
考
え
、
そ

の
た
め
に
は
「
み
ん
な
が
同
じ
土
俵

に
上
が
ら
な
く
て
は
だ
め
だ
。
ま
ず
、

勉
強
会
を
開
く
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
い
と
、
有
志
の
若
者
が
呼
び
か
け

ま
し
た
。
い
ま
か
ら
、
十
年
前
の
こ

と
で
す
。

会
費
は
一
万
円
と
し
ま
し
た
臼
当

初
は
、

3
0
人
も
集
ま
れ
ば
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
五
百
人
も

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
名
前
を

H

江
差
地
域
大

学
H

と
し
、
一
流
の
講
師
を
呼
ん
で

9
月
1
日
か
ら
取
扱
い
が
始
ま
る

国
の
教
育
ロ

l
ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。

昨
年
度
は
留
の
進
学
ロ

i
ン
の
名

称
で
、
貸
付
件
数
3
2
5
件
、
融
資

金
額
2
憶
8
，
7
4
8
万
円
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
融
資
限
度
額
も
1

0
0
万
円
か
ら
1
5
0
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
よ
り
力
強
い
味
方
に

な
っ
て
い
ま
す
。

・
対
象
者
入
学
、
在
学
し
て
い
る

方
の
保
護
者
ま
た
は
本
人

・
融
資
額
学
生
、
生
徒
1
人
に
つ

き
1
5
0
万
円
(
た
だ
し
、
在
学
中

の
費
用
に
つ
い
て
は
印
万
円
)

・
融
資
期
間

5
年
以
上
、
在
学
期

間
内
の
元
金
据
霊
が
可
能

詳
し
く
は
国
民
金
融
公
庫
郡
山
支
庖

合

0
2
4
9
1
お
1
7
1
4
0

真
知
に
話
を
民
き
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
模
索
を
続
け
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
み
ん
な
が
同
じ
土
俵
に

上
が
っ
た
の
で
す
。

若
者
の
熱
意
が

ま
ぢ
を
愛
え
た

昭
和
六
十
…
年
の
こ
と
で
す
。

関
西
の
造
船
会
社
が
、
往
時
の
北

前
船
を
再
現
し
、
兵
庫
県
の
博
物

館
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。「
北
前
船
は
、
お
れ
た
ち
の
祖
先

が
つ
く
っ
た
船
だ
」
江
差
の
若
者

た
ち
は
、
そ
の
造
船
会
社
を
説
得

し
、
と
う
と
う
北
前
船
を
、
日
本

海
に
航
樽
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

江
差
と
ソ
速
の
ナ
ホ
ト
カ
関
の

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
行
な
わ
れ
、
さ

ら
に
、
隠
岐
島
、
佐
渡
島
、
奥
尻

島
を
結
ぶ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。

こ
の
動
き
に
注
自
し
た
北
海
道

庁
が
乗
り
出
し
、
二
年
前
に
は
、

素
晴
ら
し
い
ヨ
ッ
ト
ハ

l
バ
l
も

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

光
年
の
国
体
の
ヨ
ッ
ト
競
技
の
会

場
に
ま
で
な
っ
た
の
で
す
。
海
の

男
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

同
じ
土
俵
に
上
が
り
、
心
を
一
つ

に
し
た
か
ら
で
す
口

》
μ

Jd王
U
円

ム

-闘脚色・
4

治
活
沼
斗

~4Lぷ

個
人
事
業
者
の
方
で
平
成
2
年

分
の
消
費
税
額
的
万
円
を
越
え
る

方
は
中
跨
申
告
が
必
要
で
す
。

中
間
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き

税
額
は
、
平
成
2
年
分
の
諸
費
税

額
に
ロ
分
の
6
を
乗
じ
た
金
額
で

、す。
な
お
、
平
成
3
年
1
月
1
日
か

ら
6
月
初
日
ま
で
の
期
間
を
一
課

税
期
間
一
と
み
な
し
て
佼
決
算
を
行

な
い
、
こ
の
仮
決
算
に
基
づ
い
て

消
費
税
額
を
計
算
し
て
中
間
申
告

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相

談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

、U
Y

ほ費
%半
ま鵠
でま

身
の
回
り
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
c

秘
密
は
厳
守
、
相
談
科
は
無
料
で
す
勺

呂
時

9
月
玲
自
(
木
)
午
前

m時
i

場
所
須
釜
公
民
館

詳
し
く
は
玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

岱

U
1
3
1
0
1
内
線
出
番

平
成
3
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
っ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
ヘ
平

成
2
年
度
は
取
扱
期
間
が
3
カ
月
と

短
期
間
で
し
た
が
、
玉
川
村
で
は
2

2
7
人
も
の
方
か
ら
お
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
全
国
で
は
2

1
2
万
9
4
人
)

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
善
意
の
寄
附
金
は
、

1
0
2
の
民

間
海
外
援
助
団
体
が
実
施
す
る
1

4

8
の
事
業
(
総
額
9
穏
1
3
5
8
万

円
)
を
通
じ
て
、
認
ケ
国
の
菌
々
の

人
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玉
川
郵
便
局
須
釜
郵
便
局

9 



7，663人 (-15)

3，800人 (-11)

3，863人 (-4) 

村のようす
( 3年 7月1日現在)

4圃圃‘
団 J1，674戸(ー 3)

I1 
2 
2 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お誕生おめでとう
ございます

名

分

説

出

保

届同
名
川
出
哩
一
こ
子

(

氏

:

ほ

歩

児

み

未

生

吹

部

出

矢

阿

おくやみ
申し上げます

( 6月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

相田喜八

榊枝吉三郎

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

D

コ
し

・
川
辺
の
相
田
喜
智
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
南
須
釜
の
大
木
行
夫
さ
ん
か
ら

二

十

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

美

平

矢口
Eヨ

~ 
王E乙
<=ョ77 
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武

公

辺

南須釜

区

εコ
同 3

岩法寺

区地

ー

l
 

j
 

地

// 

の
温
か
い
ご
寄
付
の
一
部
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、

7
月
中
に
家
庭
奉

仕
員
が
対
象
者
宅
を
訪
問
し
て

H

肌

着
の
暑
中
見
舞
H

と
し
て
届
け
た
も

の
で
す
。

//ね
肌た

すで

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
村
内

の
ね
た
き
り
老
人
幻
入
、
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
弘
人
に
暑
中
お
見
舞
と
し

て
肌
着
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
暑
中
お
見
舞
は
、
皆
様
か
ら

夫行67 大木邦夫今

わ
か
り
に
く
い
カ
タ
カ
ナ

最
近
よ
く
耳
に
す
る
カ
タ
カ
ナ
語

で
す
が
、
中
に
は
分
か
り
に
く
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
カ
タ
カ
ナ

語
を
今
月
か
ら
一
つ
ず
つ
解
説
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
ポ
リ
l
一
象
牙
。
象
牙
色
。




